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事業者の環境保全の取組は、企業の規模、事業所数、業態等により様々な取組が考えられます。

これまでの６項目は、全ての事業所で積極的に取り組んでいただきたい項目として示しました。

その他の取組については、当面事業所の皆さんが、企業の実態に応じて任意に項目を設定し、取

組を進めていただきたいと考えています。 

以下のチェックリスト項目は、任意に取り組む項目の例として示したものです。 

 

 

 

□ IT を活用した配送・配車計画を策定し、積載率の向上を図っている。 

 

□ 荷主や輸送業者と協力し、共同輸配送に努めている。 

 

□ IT の活用や納入拠点基地の新設や物流拠点の共同利用等によって、効率的な運行ルートを

利用している。 

 

□ 地域間物流に関して、輸送の効率化の観点から、車両の大型化、トレーラー化を進めてい

る。 

 

＜チェック項目の解説＞ 

積載率の向上や走行距離の削減等の輸送の効率化は、燃料の節約などに役立ち、環境経営

を進めるうえで重要な取組ですが、実際に取り組む場合には荷主や他業種との協力が必要に

なるなど難しい問題があります。 

また、事業規模、業種・業態により、できる取組とできない取組があります。このため企

業の実体に応じて取組を進めることを期待して任意の取組としました。 

輸送効率向上のための取組にはさまざまな取組があります。具体的には以下のような取組

が考えられます。 

 

●積載率等の向上 

段ボールケースのサイズ変更等により個別車両での積載量の向上を図るために、求荷求

車情報ネットワーク（WebKIT）＜日本貨物運送協同組合連合会＞等を活用した車両の融通

配車や帰り荷の確保による輸送の積載率の向上、輸送の効率化や稼働率の効果により、環

境負荷の軽減につながります。 

 

 

 

 任意に設定する項目例 

A．輸送効率化の推進 

取組のポイント 
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求荷求車情報ネットワーク（WebKIT）パンフレットから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日貨協連  

 

 

●共同輸配送 

共同輸配送としては、顧客の協力による多頻度小口輸送の削減、他業者との複便共同輸

送、同一方面積合共同輸送等が挙げられます。これにより、配送頻度の削減やそれによる

走行距離の削減を図ることができます。また、複数メーカーの製品を配送センターへ一時

集約することによって配送頻度の削減、走行距離の削減を図ることが可能になります。 

 

●運行ルートの適正化 

IT の活用、納入拠点基地の新設、物流拠点の利用等により適正な運行ルートを決めるこ

とにより、配達時間、走行距離の削減など輸送効率の改善を図ることが可能になります。 
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□ 消費者や地域住民からの苦情・相談を受ける窓口を設定している。 

 

□ 受け付けた苦情や相談について社内で検討し、必要な項目については対応を行っている。 

 

□ 環境保全を目的とした団体や地域活動に参加、協力している（例：事業所周辺のごみ拾いの

実施など）。 

 

＜チェック項目の解説＞ 

事業活動を進めるうえで、地域社会と良好な関係を保つことが重要です。そのためには、

排出ガスや騒音などの苦情に対し素早く対応する体制を作ることが重要です。 

また、事業者の環境保全活動の状況を情報として示したり、地域と協働してさまざまな取

組を行なったりすることも必要です。こうした取組はトラック運輸事業者だけでなく全ての

企業に要求される事項であり、何らかの形で既に取り組んでいる事項だと考えられます。こ

のため、このマニュアルでは各事業者が様々な工夫を行い、独自の取組として進められるこ

とを期待して任意項目としています。 

 

●社会への取組のアピール 

社会とのコミュニケーションの第一歩は、地域住民等からの苦情に対し素早く対応する

ことです。そのためには、対応する窓口を設置することが重要です。 

また、環境に関する取組についての情報を、日頃から地域へ公表しておくことも地域社

会と良好な関係を保つうえで必要です。地域への情報提供や地域活動への参加の具体的な

事例としては、次のような活動があります。 

・垂れ幕、横断幕、車ステッカーによる取組の周知 

・市、警察、地域団体への取組結果の報告 

・環境に関する催しへの参加 

・事務所周辺の清掃 

 
 
 
 

B．社会とのコミュニケーション 


